ことが わかって、 がっかりした。 が、 兵 太 郎君の 動作 

をみ たら、 きゅうに、 ここで 兵 太 郎君と ふたりき りで 

遊ぼう、 それでも 十分お もしろ いという 気が わいて き 

わらぐ ま 

た。 ほし 草の 積んで あると ころと か、 つぼけ (藁 積) 

のな らんで いると ころ は、 子どもに は、 ひじょうにた 

くさん の 楽しみ を あたえて くれる もの だ。 そこで、 久 

助 君 も 兵 太 郎君の そば へいって、 じぶんの からだ をゴ 

ム まりのよ うに ほし 草に むかって 投げつ けた。 ほし 草 

はふ わりと、 やわらかに あたたかく、 久助君 をう けと つ 

た。 とたんに、 ヒチヒ チと音 をた てて、 ばったが 頭の 

上から 豆 畑の 方へ 飛んで いった。 



だが それからの 久助君 は、 こう 思うよう にな つ た。 

—— わたしが よく 知っている 人間で も、 ときには、 ま 

るで 知らない 人間に な つ てし まう ことがある もの だと _ 

そして、 わたしが よく 知っている のが ほんとうの その 

人な のか、 わたしの 知らないの がほんと うの その 人な 

のか、 わかった もんじ やない と。 そして これ は、 久助 

君に とって、 ひとつの 新しい 悲しみであった。 
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